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書　籍　租　櫨撮影自薦富力岳と杓子岳

天
然
の
ゲ
レ
ン
デ
で

市
内
の
ゲ
レ
ン
デ
に
は
､
今
年
も
色
と
り
ど
り
の

ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
ー
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
｡

イ
ン
フ
レ
'
不
景
気
な
ど
他
国
の
話
で
は
-
と
､

そ
ん
を
錯
覚
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
う
｡
ス
キ
ー
人
口

一
千
万
人
と
か
一
千
五
百
万
人
と
か
い
わ
れ
る
が
'

い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
ふ
-
れ
あ
が
る
こ
と
や
ら
-
｡

私
と
ス
キ
ー
と
の
ふ
れ
合
い
は
､
満
五
歳
の
冬
か

ら
始
ま
っ
た
｡
小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
､
冬
に
在

る
と
村
の
わ
ん
は
-
仲
間
と
ス
キ
ー
に
明
け
暮
れ
る

毎
日
だ
っ
た
｡
ゲ
レ
ン
デ
も
リ
フ
ト
も
も
ち
ろ
ん
な

い
東
山
の
杉
木
立
か
ら
つ
づ
-
山
の
畑
が
､
か
っ
こ

う
な
自
然
の
ゲ
レ
ン
デ
だ
っ
た
｡
｢
い
-
ぞ
/
｣
　
｢

ど
け
よ
I
L
か
す
り
の
半
天
を
ひ
る
が
え
し
て
､
つ

ぎ
つ
ぎ
と
滑
り
降
り
た
｡
｢
用
意
ド
ン
ノ
｣
一
列
に

並
ん
で
､
ま
っ
し
ぐ
ら
に
決
勝
点
を
め
ざ
す
｡
弟
や

妹
た
ち
が
声
援
を
お
く
る
-
｡
｢
も
の
す
ご
-
滑
る

ワ
ッ
ク
ス
を
塗
っ
て
や
る
∃
｣
何
も
知
ら
な
い
仲
間

た
ち
の
ス
キ
ー
に
ク
レ
ヨ
ン
を
塗
り
つ
け
て
､
競
争

相
手
を
牽
制
し
た
の
は
'
現
在
､
鹿
島
槍
国
際
ス
キ

ー
場
で
活
躍
し
て
い
る
0
課
長
だ
｡
あ
と
で
仲
間
に

ば
れ
て
､
み
ん
を
で
さ
び
し
い
抗
譲
を
申
し
入
れ
た

も
の
た
っ
た
｡
バ
ッ
ケ
ン
の
草
が
切
れ
て
し
ま
っ
て

お
ふ
く
ろ
の
モ
ン
ペ
の
ヒ
モ
を
失
敬
し
て
､
お
目
玉

を
く
ら
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
｡
パ
ラ
レ
ル
､
ウ
ェ
ー

デ
ル
ン
､
ピ
ボ
ッ
ト
タ
ー
ン
､
基
礎
も
何
も
あ
っ
た

も
の
で
な
い
｡
全
制
動
へ
　
半
制
動
､
回
転
､
天
然
の

ゲ
レ
ン
デ
の
中
で
'
い
つ
の
間
に
か
身
に
つ
け
て
い

た
｡

ス
キ
ー
学
校
､
親
子
ス
キ
ー
教
室
､
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
が
各
地
で
開
か
れ
る
｡
私
も
ス

キ
ー
学
校
の
指
導
貝
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
､
｢
基
礎

が
大
切
｣
　
｢
安
全
で
正
し
い
ス
キ
ー
を
｣
　
｢
は
い
/

膝
を
曲
げ
て
-
｣
一
人
一
人
に
注
文
を
つ
け
た
り
､

手
本
を
示
し
な
が
ら
-
｡
懸
命
に
ス
キ
ー
を
操
作
す

る
初
心
者
や
子
ど
も
達
の
姿
に
､
ほ
ん
と
う
に
こ
れ

で
い
い
の
か
を
?
ふ
と
､
味
け
凄
い
よ
う
を
空
し
さ

を
感
じ
る
｡
リ
フ
ト
で
運
ば
れ
､
斜
面
を
滑
る
ス
キ

ー
ヤ
ー
を
見
て
い
る
と
､
画
一
さ
れ
た
よ
う
な
姿
で

降
り
て
来
る
｡
ま
る
で
､
ベ
ル
コ
ン
に
乗
せ
ら
れ
て

吐
き
出
さ
れ
る
工
業
捜
品
の
よ
う
に
見
え
て
-
る
の

は
､
ひ
が
目
と
い
う
も
の
か
-
｡
　
(
西
沢
　
要
)
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越
中
の
嶽
越
え
通
関
修

(
質
料
の
ー
ー
一
)

道

　

程

　

表

越
中
国
富
山
ヨ
リ
原
村
マ
テ
六
里
斗
'
原
村
ヨ
リ

温
泉
マ
テ
五
里
斗
､
温
泉
ヨ
リ
黒
部
川
マ
テ
三
里

斗
'
黒
部
川
ヨ
リ
信
州
境
針
ノ
木
峠
マ
テ
弐
里
拾

八
丁
斗
'
針
ノ
木
峠
ヨ
リ
信
州
野
口
村
マ
テ
四
里

斗
　
　
　
通
計
弐
拾
里
十
八
丁

池
田
本
道
通
り
松
本
マ
テ
拾
里

右
野
口
村
ヨ
壷
紬
灘
増
帥
評
語
詳

大
平
越
道
通
り
同
所
マ
テ
拾
壱
里

原
村
ヨ
リ
黒
部
川
マ
テ
里
程
人
里
道
幅

弐
間
通
り
修
理
並
家
運
等
出
来
表

一
式
千
九
百
五
指
八
四
八
拾
九
銭
五
厘

原
村
ヨ
リ
黒
部
川
マ
テ
五
里
聞
入
天
竜
方
式

千
五
百
五
拾
七
人
但
シ
壱
歩
二
付
人
歩
五
歩

八
鹿
余
､
此
賃
銭
壱
人
二
付
食
料
等
打
込
弐

拾
三
銭
五
厘
宛

一
式
千
八
百
六
拾
弐
円

温
泉
ヨ
リ
黒
部
川
マ
テ
三
里
聞
入
天
竜
万
千

四
百
四
拾
八
人
但
シ
壱
歩
こ
付
人
歩
八
歩
八

厘
余
へ
此
賃
銭
壱
人
こ
付
食
料
等
打
込
廿
五

銭
宛

一
五
千
弐
百
四
拾
七
円

人
夫
弐
万
九
百
人
指
八
人
歩
都
岡
ジ

一
式
千
三
百
八
拾
五
円

黒
部
川
ヨ
リ
針
ノ
木
峠
マ
テ
弐
拾
里
八
丁
聞

人
夫
九
千
五
百
四
拾
人
但
壱
歩
こ
付
壱
人
七

歩
六
度
六
分
'
此
賃
銭
壱
人
一
一
付
食
料
等
打

込
弐
拾
五
銭

一
式
千
七
百
八
拾
五
円

針
ノ
木
峠
ヨ
リ
筑
庫
嫉
下
宇
山
ノ
袖
マ
テ

三
里
間
人
夫
壱
万
千
百
四
拾
人
但
シ
壱
歩
二

下

　

坂

　

宣

一

付
八
五
九
余
､
此
賃
銭
壱
人
二
付
食
料
等
打

込
廿
五
銭
宛

石
山
ノ
神
ヨ
リ
野
口
村
マ
テ
壱
星
間
八
従
来
営

繕
方
有
之
ヶ
所
二
御
埜
候

一
七
百
人
拾
七
円
真
帆
鶴

内
三
円
五
拾
銭
　
百
七
拾
五
本
斗
､
木
代
壱
本

こ
付
平
均
弐
銭
宛
､
此
木
原

村
本
宮
村
等
村
諸
上
有
地
有

ノ
分
買
上
代
用
任
侠

百
三
拾
五
円
　
木
挽
四
百
五
拾
老
人
こ
付
食

料
等
打
込
廿
五
銭
宛

百
八
拾
七
円
五
拾
銭

大
工
七
百
五
十
人
壱
人
こ
付

食
料
等
打
込
廿
五
銭
宛

百
八
拾
円
　
　
人
夫
九
百
人
壱
人
二
付
食
料

等
打
込
廿
銭
宛

弐
百
八
拾
壱
円
釘
等
惣
金
具
代

一
千
六
拾
九
円
五
拾
銭
　
　
黒
部
川
捌
構

内
三
円
　
　
　
　
弐
百
本
斗
木
代
壱
本
二
付
平

均
壱
歩
五
度
宛
此
木
宮
林
二

有
之
立
木
買
上
代
用
仕
候

弐
百
袷
円
　
　
木
挽
七
百
人
壱
人
こ
付
食
料

等
打
込
三
治
銭
宛

弐
百
三
拾
七
円
五
給
銭

大
工
九
百
五
指
壱
人
二
付
食

料
等
打
込
弐
拾
五
銭
宛

弐
百
弐
拾
円
　
人
夫
千
百
人
壱
人
二
付
食
料

等
打
込
弐
拾
銭
宛

三
百
九
拾
九
円
釘
等
惣
金
具
代

一
七
拾
五
円
　
　
　
湯
川
橋

内
四
拾
五
銭
　
　
三
拾
本
斗
木
代
壱
本
こ
付
平

均
　
壱
銭
五
厘
此
木
前
同
断

拾
八
円
　
　
　
木
挽
六
拾
人
壱
人
二
付
食
料

等
打
込
三
拾
銭
苑

弐
拾
円
　
　
　
大
工
八
拾
人
壱
人
こ
付
食
料

打
込
弐
拾
五
銭

弐
拾
円
　
　
　
人
夫
百
人
壱
人
二
付
食
料
打

込
廿
銭

一
三
百
五
指
五
円
　
筑
塵
熊
下
高
瀬
川
橋

一
百
五
拾
円
　
　
　
周
燻
下
賀
川
橋

一
九
百
円
　
　
　
　
荷
物
継
立
音
速
六
ヶ
所

但
シ
手
足
洗
川
辺
温
泉
辺
黒
部
川
辺
字
針
ノ

木
澤
辺
筑
麿
螺
下
手
岩
小
屋
澤
辺
山
の

神
辺
都
合
六
ヶ
所

通
計
一
万
四
千
三
百
拾
九
円
三
十
九
銭

五
厘

右
道
修
理
等
入
賞
元
利
支
消
之
方
通
行
人
馬
等
ヨ

リ
左
之
道
道
銭
収
受
可
申
候

斬
川
口
並
信
州
口
通
行
人
馬
等
員
数

璧
鎌
取
受
高
壱
ケ
年
分
目
算
表

一
千
六
百
弐
拾
円
　
通
行
人
三
方
式
千
四
百
人

但
壱
人
二
付
五
銭
宛
取
受
可
申
候

一
千
百
三
拾
四
円
　
同
荷
物
壱
万
六
千
弐
百
箇

但
シ
荷
負
人
共
壱
箇
こ
付
七
銭
宛

収
受
可
申
候

一
五
百
四
拾
円
　
　
同
駄
荷
五
千
四
百
駄

但
シ
壱
駄
二
付
給
銭
宛
収
受
可
中
條

一
式
拾
壱
円
六
拾
銭
同
駕
綿
百
八
給
挺

但
シ
壱
挺
二
付
拾
式
後
宛
取
受
可
中
條

通
計
三
千
三
百
拾
五
円
六
拾
銭

右
歳
入
金
高
ノ
内

五
百
円
　
　
年
中
道
路
営
繕
方
手
営

四
百
八
十
壱
円
七
拾
七
銭
五
度
　
社
費

弐
千
弐
百
三
拾
三
円
八
拾
弐
銭
五
厄

前
條
惣
元
金
利
息

但
シ
利
息
ハ
壱
円
こ
付
壱
ヶ
月
壱
銭
三
度

宛
ノ
割
合

残
百
円
　
　
　
　
元
金
へ
消
込

右
利
息
肩
ハ
初
年
ノ
計
算
こ
御
座
候
得
共
次
年
ヨ

リ
元
金
二
従
テ
減
少
仕
候
故
其
残
金
余
ノ
金
高
モ

元
金
江
消
込
可
中
欧
テ
其
方
法
面
三
年
分
ラ
左
二

記
載
仲
條

一
壱
万
四
千
三
百
拾
九
円
三
治
九
銭
五
度

元
金
高

此
利
息
弐
千
弐
百
三
拾
三
円
八
拾
弐
銭
五
厘

百
円

元
金
江
消
込

右
　
初
年
分

一
壱
万
四
千
弐
百
拾
九
円
三
治
九
銭
五
厘

元
金
高

此
利
息
弐
千
弐
百
拾
八
円
廿
弐
銭
五
厘

右

　

次

年

分

一
壱
万
四
千
百
三
円
七
給
九
銭
五
厘
　
元
金
高

此
利
息
弐
千
弐
百
円
拾
九
銭
弐
厘

百
三
拾
三
円
六
拾
三
銭
三
度元

金
高
江
消
込

右
　
三
年
日

石
之
通
り
計
算
仕
候
得
者
弐
拾
壱
ヶ
年
十
ケ
月
二

至
り
元
利
皆
支
消
仕
候
超
然
ル
上
ハ
道
銀
取
受
不

中
條

質
-
け
ー
･
ん

右
之
通
路
修
理
入
蜜
蜂
銭
道
鏡
収
受
方
等
方
法
知

新
御
座
候
旦
社
内
百
端
之
取
締
ハ
社
長
之
音
引
受

巷
モ
新
鶴
ラ
容
ル
奉
無
之
様
可
仕
候
奉
存
儀
以
上

石
川
賭
士
族

明

治

八

年

八

月

　

　

　

　

寺

西

直

通

⑲

同

島
田
敏
之
⑪

新
川
懸
碓
令
山
田
秀
典
殿

圏
こ
れ
に
は
端
書
が
書
か
れ
て
い
る
｢
明
治
八
年
八

月
新
川
鯖
江
打
達
ス
加
害
奉
､
入
用
旨
ハ
富
山
紙

屋
平
七
止
宿
､
お
い
て
金
沢
社
中
衆
中
よ
り
拝
借
い

た
し
写
奮
候
也
　
九
月
廿
二
日
｣
　
　
こ
れ
か
ら

推
察
し
て
明
治
八
年
八
月
に
は
金
沢
社
中
は
新
川

蟻
へ
上
申
書
を
提
出
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
､

九
月
現
地
調
査
を
し
て
､
こ
れ
ら
の
控
を
持
ち
帰

っ
た
も
の
と
思
お
れ
る
｡

(
資
料
の
四
)

所
用
藤
下
越
中
国
新
川
郡
原
村
ヨ
リ

筑
摩
螺
下
信
濃
国
安
曇
郡
野
口
村
迄

幅
式
開
通
山
道
修
開
目
論
克
之
表

一
会
弐
千
九
百
五
拾
門
人
袷
九
銭
五
度

原
村
よ
り
温
泉
迄
五
里
間
石
工
並
道
道
人
夫
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合
壱
方
式
千
五
百
五
拾
七
人
賃
銭
食
料
共
打

込
壱
人
こ
付
廿
三
銭
五
厘
宛
ノ
見
図
り

但
シ
諸
職
人
手
管
方
平
均
ナ
リ

比
内
誇

(
明
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
長
文
に
在
る

た
め
省
略
す
る
)

一
会
五
千
弐
百
四
拾
七
円

温
泉
ヨ
リ
針
ノ
木
峠
マ
テ
五
里
拾
八
丁
石
工

並
道
道
人
夫
合
弐
万
九
百
八
拾
八
人
賃
銭
食

料
共
打
込
老
人
二
付
弐
袷
五
銭
宛
ノ
見
図
り

此
内
謁

(
省
略
す
)

一
会
弐
千
七
百
八
拾
五
円

針
ノ
木
峠
ヨ
リ
筑
暁
熊
下
山
ノ
神
迄
三
豊
間

石
工
並
道
道
人
夫
合
壱
万
千
百
四
拾
人
賃
銭

食
料
共
打
込
老
人
二
付
弐
拾
五
銭
宛
ノ
見
図

比
内
誇

(
省
略
す
)

一
会
七
百
八
拾
七
円
　
　
実
用
如
橋

(
内
訳
省
略
す
)

一
金
千
六
拾
九
円
五
拾
銭
　
黒
部
川
如
橋

(
内
諮
省
略
す
)

一
会
七
拾
五
円
　
　
　
湯
川
橋

(
内
請
省
略
す
)

一
会
三
百
五
拾
五
円
　
筑
摩
螺
下
高
瀬
川
橋

(
内
謁
省
略
す
)

一

会

九

百

円

　

　

　

　

荷

物

継

立

春

建

六

ヶ

所

(
内
謁
省
略
す
)

通
計
壱
万
四
千
三
百
拾
九
円
三
治
九
銭
五
度

右
道
路
修
開
目
論
見
相
立
中
條
間
比
較
御
座
中
上

候

　

　

　

以

上

明
治
八
年
九
旦
一
十
五
日
経

国
筑
喧
燥
へ
の
提
出
資
料
の
一
部
と
思
わ
れ
る
が
余

り
に
も
長
文
の
た
め
掲
載
で
き
な
い
の
は
残
念
で

あ
る(

質
料
の
五
)

奉
顧
口
上
善

一
相
木
長
三
間
寄
九
尺
迄

日
通
議
彊
望
百
弐
拾
本

代
三
円
六
拾
銭
　
但
シ
壱
本
二
付
三
銭

一
黒
部
木
長
三
間
舌
九
尺
追

白
通
謀
特
細
り
三
二
拾
本

代
九
拾
銭
　
　
但
シ
壱
本
二
付
三
銭

一
栂
木
良
三
聞
古
九
尺
迄

日

通

右

同

断

　

　

　

　

百

　

本

代

三

円

　

　

　

但

シ

壱

本

二

付

三

鍼

一
雑
木
長
三
間
寄
九
尺
追

白
通
謀
弼
滴
.
i
-
五
拾
本

代
五
円
五
拾
銭
　
但
シ
壱
本
こ
付
壱
銭

一

雑

木

小

苗

木

　

　

　

　

　

　

三

千

本

代
三
円

本
数
合
計
三
千
八
百
本

代
償
　
拾
六
円

右
者
信
越
道
路
修
補
二
付
道
筋
差
障
り
木
御
排
下

ケ
頂
戴
仕
仮
構
小
屋
掛
ケ
三
相
用
申
慶
事
存
候
聞

此
段
　
御
採
用
口
成
下
口
度
奉
頗
上
條
以
上

第
十
二
六
区
一
小
区
平
村

明
治
八
年
十
一
月
　
顧
人
　
飯
島
善
道

右
同
断
　
溝
川
三
郎
衝

第
十
一
大
帝
七
小
直
人
坂
村

右
同
断
　
北
澤
椎
衝

同
大
区
人
中
区
美
麻
村

石
同
断
　
小
林
請
書

同
大
区
六
小
区
社
村

頼
人
一
志
佐
和
次

筑
摩
螺
参
重
昂
木
惟
矩
敵

国
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
筑
摩
堪
え
の
｢
道
路
開
修
上

申
書
｣
は
､
こ
れ
と
同
じ
日
時
か
少
を
く
と
も
こ

れ
よ
り
早
目
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(
資
料
の
六
)

書
面
管
下
信
濃
園
安
曇
郡
平
村
之
内
野
ロ
ヨ
リ
新

川
鰊
管
下
越
中
園
所
用
郡
原
村
へ
之
新
道
民
賞
ヲ

以
関
連
之
上
費
用
烏
消
口
弐
給
電
年
給
ヶ
月
之
問

通
行
之
者
ヨ
リ
道
銀
取
立
之
発
願
之
週
間
居
候
条

雪
解
次
第
速
二
着
手
帳
義
卜
可
相
心
得
事

但
修
築
落
成
之
上
ハ
出
来
形
輪
舞
帳
二
図
面
相

添
猶
可
届
出
事

…
諒
菩
-
-
木
惟
建
国

国
明
治
八
年
十
二
月
八
日
正
式
に
多
年
の
願
い
で
あ

っ
た
認
可
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

(
前
大
町
市
公
民
館
長
)
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黒　岩　直　吉氏　　　　　　　　　焦義家所義

請請ど山

大
町
口
登
山
案
内
人
抄
録
-
そ
の
2
-

大
正
六
年
二
九
一
七
)
､
籍
成
さ
れ
た
　
｢
大
町

山
案
内
者
組
合
｣
の
組
合
員
は
､
当
初
二
十
二
名
で

あ
っ
た
こ
と
は
､
す
で
に
述
べ
た
｡
こ
の
時
参
加
し

た
案
内
人
の
う
ち
､
大
西
又
吉
､
勝
野
舌
作
､
伝
刀

林
蔵
､
伊
藤
菊
十
の
四
氏
は
､
明
治
の
末
頃
､
す
で

に
測
量
等
の
案
内
を
強
力
も
か
ね
て
や
っ
て
い
た
｡

百
瀬
慎
太
郎
氏
は
､
｢
山
岳
夜
話
｣
で
彼
ら
四
名
を

｢
大
町
の
案
内
人
と
し
て
の
元
祖
｣
と
表
現
し
て
い

る
｡
組
合
は
'
ど
う
や
ら
百
瀬
氏
と
こ
の
四
氏
を
中

核
と
し
て
､
比
較
的
山
に
詳
し
い
人
々
を
集
め
て
結

成
さ
れ
た
ら
し
い
｡
た
と
え
ば
､
松
沢
由
蔵
氏
や
黒

岩
直
吉
氏
は
､
そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
平
村
海
の
口
`
美

麻
村
高
地
か
ら
大
町
へ
移
住
し
､
細
々
と
農
業
を
営

凄
ん
で
い
た
｡
そ
ん
な
折
､
伊
藤
菊
十
氏
と
親
交
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
､
誘
わ
れ
て
`
参
加
し
て
い
る
｡

荒
　
井
　
今
朝
一

両
氏
と
も
三
十
歳
で
あ
っ
た
｡
ち
な
み
に
､
伝
刀
氏

は
､
こ
の
時
三
十
九
歳
で
あ
っ
た
｡

組
合
の
性
格
も
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
､
山
に
通
じ

た
人
間
達
の
｢
隣
り
づ
き
あ
い
｣
と
い
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
ら
し
く
'
規
約
も
当
時
の
一
般
的
な
心
得
と

い
っ
た
も
の
で
あ
一
一
た
｡
た
と
え
ば
､
貸
金
は
一
日

｢
先
達
(
案
内
人
)
一
円
十
銭
､
強
力
九
十
銭
｣
と

な
っ
て
い
る
が
､
当
時
の
物
価
が
米
一
升
お
よ
そ
三

十
銭
と
い
わ
れ
る
か
ら
､
決
し
て
安
く
は
を
い
｡
ま

た
､
背
負
荷
は
､
人
質
(
約
三
十
キ
ロ
)
以
内
と
定

め
ら
れ
て
い
る
｡

し
か
し
'
現
実
に
は
､
客
が
'
か
ち
り
強
引
を
行

動
を
強
い
て
も
'
な
か
を
か
拒
否
で
き
を
か
っ
た
ら

し
い
｡
後
に
､
｢
山
と
旅
｣
の
中
で
､
松
沢
氏
は
､

｢
ど
う
し
た
っ
て
客
に
逆
ふ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡

∴

　

　

　

　

!

て
い
る
｡
松

沢
氏
も
'
秋

に
は
茸
を
送

り
'
相
手
方

か
ら
は
`
ピ

ッ
ケ
ル
'
佃

源
氏
の
理
想
は
ー
案
内
人
と
登
山
者
の
関
係
は
､
共

に
山
に
親
し
み
を
有
っ
た
者
同
志
で
良
き
伴
呂
で
あ

る
と
と
も
に
-
｡
｣
で
あ
っ
た
が
､
ち
か
ち
か
実
現

さ
れ
な
か
っ
た
｡
そ
こ
に
､
山
は
白
か
ら
登
る
も
の

と
い
っ
た
､
舟
田
三
郎
氏
に
代
表
さ
れ
る
　
｢
無
案
内

無
人
夫
｣
登
山
の
提
唱
も
始
ま
る
の
で
あ
る
｡

こ
う
し
た
案
内
人
達
の
間
に
､
自
か
ら
の
地
位
の

安
定
が
問
題
と
な
り
出
し
た
の
は
､
昭
和
二
年
(
一

九
二
七
)
　
の
針
ノ
木
遭
難
前
後
か
ら
で
あ
っ
た
｡
た

と
え
ば
'
今
日
で
も
､
大
和
氏
側
で
は
､
｢
出
発
を

止
め
た
｣
と
い
い
､
早
大
側
は
､
-
い
や
止
め
な
か

っ
た
｣
と
い
う
｡
事
実
は
､
検
討
の
必
要
も
あ
ろ
う

が
'
と
に
か
く
案
内
人
に
と
っ
て
は
'
重
要
を
問
題

で
あ
っ
た
｡

昭
和
六
年
(
一
九
三
二
　
の
　
｢
山
と
旅
｣
一
〇
四

号
に
お
け
る
｢
フ
エ
ラ
ー
座
談
会
｣
に
よ
れ
ば
､
当

時
､
組
合
の
長
老
と
な
っ
て
い
た
伝
刀
氏
は
､
河
田

農
民
の
　
｢
暴
風
雨
が
釆
そ
う
な
時
､
登
山
者
に
､
滞

在
を
勧
め
て
､
く
っ
て
か
か
っ
て
来
ら
れ
た
ら
ど
う

す
る
か
｡
｣
と
の
問
い
に
　
｢
私
は
喧
嘩
し
て
も
そ
の

場
合
出
発
を
見
合
せ
ま
す
｡
｣
と
断
言
し
て
い
る
｡

伝
刀
氏
は
､
当
時
'
そ
れ
だ
け
の
こ
と
が
言
え
る
地

位
に
い
た
ら
し
く
､
客
も
､
も
っ
ぱ
ら
指
名
ば
か
り

で
､
案
内
人
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
､
一
流
の
ク
ラ
イ

マ
ー
と
し
て
も
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
'
う
か
が

わ
れ
る
｡
し
か
し
､
他
の
多
く
の
案
内
人
達
は
､
な

か
な
か
こ
れ
だ
け
の
こ
と
は
言
え
を
か
っ
た
ら
し
い

特
に
､
｢
一
流
の
登
山
家
｣
の
案
内
は
大
変
般
窪

よ
う
で
､
黒
岩
直
吉
氏
は
'
同
誌
の
中
で
　
｢
去
年
冠

さ
ん
(
裕
次
郎
)
を
案
内
し
て
黒
部
へ
行
っ
た
が
､

こ
り
ご
り
し
た
｡
｣
と
述
べ
て
い
る
｡

し
か
し
個
人
的
に
は
､
客
と
の
間
に
も
強
い
友
情

が
生
れ
た
場
合
も
多
い
｡
黒
岩
氏
は
､
滑
落
し
た
客

を
身
を
呈
し
て
助
け
､
以
後
'
ず
い
ぶ
ん
親
し
-
し

煮
､
菓
子
等
が
送
ら
れ
て
い
る
｡
ど
の
案
内
人
連
字

と
り
わ
け
'
古
参
の
案
内
人
ほ
ど
客
と
け
親
交
を
結

び
､
前
述
の
問
題
も
ま
た
そ
う
し
た
中
で
解
決
さ
れ

て
い
っ
た
｡

案
内
人
組
合
も
そ
の
後
大
い
に
発
展
し
て
ゆ
-
｡

大
正
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
､
有
名
を
ア
ル

ピ
ニ
ス
ト
が
大
町
を
訪
れ
る
｡
昭
和
に
入
る
と
'
各

大
学
の
山
岳
部
が
続
々
と
入
山
す
る
｡
案
内
人
に
も

新
し
い
人
々
の
名
が
見
え
は
じ
め
る
｡
そ
し
て
戦
後

の
大
衆
登
山
の
幕
開
け
を
迎
え
る
の
で
あ
る
｡

(
次
号
で
は
､
昭
和
時
代
の
案
内
人
及
び
､
白
馬

の
細
野
口
案
内
人
の
紹
介
を
し
て
ま
と
め
と
す
る
予

定
で
お
り
ま
す
｡
な
お
文
中
に
使
用
し
ま
し
た
似
顔

絵
は
｢
山
と
旅
｣
第
一
〇
四
号
よ
り
引
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
)
　
山
岳
博
物
館
∴
手
芸
員
補

･
･
～
･
･
.
･
J
.
-
･
{
-
で
き
L
3
-
.
I
-
　
…
　
　
〆
ヽ
{
7
-
∫
-
1
で
.
'
～
-
'
'
l
m
C

図

　

書

　

紹

　

介

､
ノ
ヽ
′
ヽ
,
_
-
タ
､
ヽ
′
-
3
-
1
㌦
ヽ
′
-
1
,
-
'
　
…
　
-
1
-
.
～
.
､
′
･
-
･
j
L
3
-
L
t
C
ー
j
L
ー
′

雪
国
の
ス
ズ
メ
　
　
佐
　
野
　
昌
　
男
蕃

ス
ズ
メ
は
身
近
か
に
い
る
鳥
で
あ
り
な
が
ら
余
り
知

ら
れ
て
い
な
い
事
が
多
い
｡
特
に
人
と
鳥
と
の
関
係

に
つ
い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
､
わ
か
り
や
す
-
説
明

し
て
い
る
｡
　
誠
文
堂
新
光
社
　
九
八
〇
円

訂

　

正

前
号
I
p
表
紙
下
､
喜
び
と
易
い
と
-
-
喜
び
と

潤
い
と
に
-
　
2
P
下
段
　
善
石
　
門
-
善
石
工
門

に
訂
正

山

と

博

物

館

第

2

0

番

第

-

早

一
九
七
五
年
一
月
二
十
五
日
発
行

発
行
所
　
　
長
野
県
大
町
市
T
E
L
②
〇
二
二

大

　

町

　

山

　

岳

　

博

　

物
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